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身近な人や興味や関心のある物事との関わり
を繰り返しながら、その場面で用いる言葉が
存在することや、言葉を使うことで相手の反
応に変化があることに気付き始める段階。

児童の姿 生徒の姿

地域や社会における事物や人との関わりを広
げ、繰り返しながら、様々な言葉に触れるこ
とで、言葉には、考えたことや思ったことを
表す働きがあることに気付いたり、相手や目
的に応じて工夫しながら伝え合おうとしたり
する段階。

国語科の
指導

日常生活で繰り返される出来事や児童の興味や
関心のある事柄、人との関わりなどを通して、言葉
を用いて、思い描いた事物や事柄を相手と共有
し、自分の思いを身近な人に伝えるために必要な
国語を身に付けること。

児童が日常生活の中で触れたり見聞きしたりする
物事や出来事について表す言葉を繰り返し聞か
せたり、遊びや関わりなど児童の興味や関心に応
じて言葉で表現したりすることを通して、身近な人
とのやり取りを深め、興味や関心を更に広げていく
ために必要な国語を身に付けること。

経験したことを話したり、共感をもって聞いたり、相
手に分かるように工夫して伝えたりすることを通し
て、児童が言葉によって考えを深め、相手の話を受
け止めていくために必要な国語を身に付けること。 国語科の

指導

身近な事物や人だけでなく、地域や社会にお
ける事物や人との関わりが増えてくる。この
ような生活を通して様々な言葉に触れること
で、言葉には、事物の内容を表す働きや、経
験したことを伝える働きがあることに気付い
たり、知っている言葉や新たに獲得した言葉
の使い方に気を付けることで、様々な事象や
気持ちに関して多くの相手と伝え合うことが
できるようになることに気付いたりする段
階。

身近な人や興味や関心のある物事との関わり
を繰り返しながら、言葉を用いて、自分の思
いや気持ちを伝えるだけでなく、自分のイ
メージや思いを具体化したり、相手とそれら
を共有したりして、新たな語彙を獲得した
り、相手に伝わるように表現を工夫したりす
る段階。

身近な人や興味や関心のある物事との関わり
を繰り返しながら、身近な人からの話し掛け
を聞いたり、真似をしたりすることを通し
て、言葉で物事や思いなどを意味付けたり表
現したりするなどして、言葉でのやり取りが
できてくる段階。

生徒の生活の広がりに伴う事象や人との関わりの
中で、言葉で様々な情報を得たり人の思いや考え
に触れたりする経験や、自分の思いや考えをまとめ
たり相手に分かりやすく伝えたりする経験を積み
重ねることを通して、日常生活や社会生活に必要
な国語を身に付けること。

生徒の生活の広がりに伴う事物や人との関わりの
中で、言葉を用いて伝えたいことを明確にして伝え
たり、対話の経験を積み重ねたりすることを通し
て、高等部での職業教育などを意識しながら、将
来の職業生活に必要な国語を身に付けること。

分類 第１段階 第２段階

中学部
分類 第1段階 第2段階 第3段階

小学部

身近な物の名前

指示された物を手に取って教師に渡す。

★身近な人からの話し掛けに注目したり、応じ

て答えたりする。

①

読み聞かせ

教師と一緒に絵本などを読む。

★教師の話しかけに応じ、音声で模倣する。

②

好きな食べ物

写真カードから好きな食べ物を選んで、発表

する。

★伝えたいことを思い浮かべ身振りや音声な

どで表す。

③

④

クイズ

「果物・赤」や「乗り物・黄色」などを聞い

て、カードを選んだり、名詞で答えたりす

る。

★簡単な事柄と語句を結びつける。

⑤

鬼たいじをしよう

物語の読み聞かせのあと、一場面を取り

上げて簡単な台詞を言う。

★簡単な台詞などを表現する。

⑥

インタビュー

友だちと質問をし合う。自分や相手の好きな勉

強、嫌いな食べ物など話したり聞いたりする。

★聞いたことを書き留めたり分からないことを

聞き返したりする。

★伝えたいことを決めて話をする。

⑨

休みの出来事について話そう

メモ用紙の項目にそって、できごとについて発

表する。

★伝わるように順序などを考える。

⑩

今後更新していきます。

⑦

買い物

お客さん・店員さんの役になってやりとりをす

る。

★相手に伝わるよう声の大きさに気を付けて

言う。

★決まった言い方を使う。

⑧

いらっしゃいませ

〇○ください。

１００円です。

ありがとうございました。

しつもん シート

①すきなたべもの

②きらいなたべもの

③すきな じゅぎょう

④きらいな じゅぎょう

⑤すきな こと

⑥ほしいもの

⑦いきたいところ

いつ

どこで

だれが

なにを

どうした

かんそうは

伝言ゲーム

イラストの説明をして相手に伝える。

★内容の大体が伝わるように順番等を考え

ながら話す。

⑪

思い出そう

遠足などの写真を見て、体験したことを

自分の知っている言葉で表そうとする。

★体験したことなど伝えたいことを思い

浮かべて表す。

伝えよう

出来事の絵や写真を手掛かりに、経

験したことを振り返って発表する。

★経験したことを思い浮かべ、伝えた

いことを考える。

 に　いきました。

 が　たのしかったです。
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身近な事物や人だけでなく、地域や社会にお
ける事物や人との関わりが増えてくる。この
ような生活を通して様々な言葉に触れること
で、言葉には、事物の内容を表す働きや、経
験したことを伝える働きがあることに気付い
たり、知っている言葉や新たに獲得した言葉
の使い方に気を付けることで、様々な事象や
気持ちに関して多くの相手と伝え合うことが
できるようになることに気付いたりする段
階。

地域や社会における事物や人との関わりを広
げ、繰り返しながら、様々な言葉に触れるこ
とで、言葉には、考えたことや思ったことを
表す働きがあることに気付いたり、相手や目
的に応じて工夫しながら伝え合おうとしたり
する段階。

生徒の生活の広がりに伴う事象や人との関わりの
中で、言葉で様々な情報を得たり人の思いや考え
に触れたりする経験や、自分の思いや考えをまとめ
たり相手に分かりやすく伝えたりする経験を積み
重ねることを通して、日常生活や社会生活に必要
な国語を身に付けること。

生徒の生活の広がりに伴う事物や人との関わりの
中で、言葉を用いて伝えたいことを明確にして伝え
たり、対話の経験を積み重ねたりすることを通し
て、高等部での職業教育などを意識しながら、将
来の職業生活に必要な国語を身に付けること。

児童の姿

身近な人や興味や関心のある物事との関わり
を繰り返しながら、その場面で用いる言葉が
存在することや、言葉を使うことで相手の反
応に変化があることに気付き始める段階。

身近な人や興味や関心のある物事との関わり
を繰り返しながら、身近な人からの話し掛け
を聞いたり、真似をしたりすることを通し
て、言葉で物事や思いなどを意味付けたり表
現したりするなどして、言葉でのやり取りが
できてくる段階。

身近な人や興味や関心のある物事との関わり
を繰り返しながら、言葉を用いて、自分の思
いや気持ちを伝えるだけでなく、自分のイ
メージや思いを具体化したり、相手とそれら
を共有したりして、新たな語彙を獲得した
り、相手に伝わるように表現を工夫したりす
る段階。

生徒の姿

国語科の
指導

日常生活で繰り返される出来事や児童の興味や
関心のある事柄、人との関わりなどを通して、言葉
を用いて、思い描いた事物や事柄を相手と共有
し、自分の思いを身近な人に伝えるために必要な
国語を身に付けること。

児童が日常生活の中で触れたり見聞きしたりする
物事や出来事について表す言葉を繰り返し聞か
せたり、遊びや関わりなど児童の興味や関心に応
じて言葉で表現したりすることを通して、身近な人
とのやり取りを深め、興味や関心を更に広げていく
ために必要な国語を身に付けること。

経験したことを話したり、共感をもって聞いたり、相
手に分かるように工夫して伝えたりすることを通し
て、児童が言葉によって考えを深め、相手の話を受
け止めていくために必要な国語を身に付けること。 国語科の

指導

小学部 中学部
分類 第1段階 第2段階 第3段階 分類 第１段階 第２段階

書
く
こ
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書
く
こ
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点つなぎ

始点終点を理解して線を指でなぞったり、筆

記用具で書いたりする。

★筆記具に触れ、書くことを知る。

①

献立

給食メニューを書く。

★長音、拗音、促音、撥音などに気を付けて

書く。

⑤

思い出

行事や生活のことを書いて友だちと伝え合う。

★行事や生活の中で自分が行ったことから

伝えたい事柄を選び、ワークシートに書き出

す。

★相手に伝わるように事柄の順序に気を付

けて書く。

⑦

俳句を作ろう

伝えたいことを明確にする。（体験したことや情

景などを文章で表す。）
★見聞きしたことや経験したことの中から書く

ことを選び、伝えたいことを明確にする。

⑨

物の名前

簡単な字を書く。

★物の名前を文字で表すことができるこ

とを知り、簡単な平仮名を書く。

④

本を読んで考えよう

読み聞かせを聞いて自分の思いや考えを書

く。

★簡単な語句や短い文で自分の思いを書く。

⑥

②

文作り

イラストを見て、５Ｗ１Ｈを意識して文章を書く。

★文の構成、語句の使い方に気を付けて書

く。

⑧

お お よ ど

お お よ ど

なぞり書き

名前や好きなものなど身近なものの名前のな

ぞり書きをする。

★簡単な平仮名をなぞる。

物の名前

日常生活で必要な単語が分かって、イラスト

と単語カードを一致させる。

★物の名前を文字で表すことができること

を知る。

③
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身近な事物や人だけでなく、地域や社会にお
ける事物や人との関わりが増えてくる。この
ような生活を通して様々な言葉に触れること
で、言葉には、事物の内容を表す働きや、経
験したことを伝える働きがあることに気付い
たり、知っている言葉や新たに獲得した言葉
の使い方に気を付けることで、様々な事象や
気持ちに関して多くの相手と伝え合うことが
できるようになることに気付いたりする段
階。

地域や社会における事物や人との関わりを広
げ、繰り返しながら、様々な言葉に触れるこ
とで、言葉には、考えたことや思ったことを
表す働きがあることに気付いたり、相手や目
的に応じて工夫しながら伝え合おうとしたり
する段階。

小学部 中学部
分類 第1段階 第2段階 第3段階 分類 第１段階 第２段階

生徒の生活の広がりに伴う事象や人との関わりの
中で、言葉で様々な情報を得たり人の思いや考え
に触れたりする経験や、自分の思いや考えをまとめ
たり相手に分かりやすく伝えたりする経験を積み
重ねることを通して、日常生活や社会生活に必要
な国語を身に付けること。

生徒の生活の広がりに伴う事物や人との関わりの
中で、言葉を用いて伝えたいことを明確にして伝え
たり、対話の経験を積み重ねたりすることを通し
て、高等部での職業教育などを意識しながら、将
来の職業生活に必要な国語を身に付けること。

児童の姿

身近な人や興味や関心のある物事との関わり
を繰り返しながら、その場面で用いる言葉が
存在することや、言葉を使うことで相手の反
応に変化があることに気付き始める段階。

身近な人や興味や関心のある物事との関わり
を繰り返しながら、身近な人からの話し掛け
を聞いたり、真似をしたりすることを通し
て、言葉で物事や思いなどを意味付けたり表
現したりするなどして、言葉でのやり取りが
できてくる段階。

身近な人や興味や関心のある物事との関わり
を繰り返しながら、言葉を用いて、自分の思
いや気持ちを伝えるだけでなく、自分のイ
メージや思いを具体化したり、相手とそれら
を共有したりして、新たな語彙を獲得した
り、相手に伝わるように表現を工夫したりす
る段階。

生徒の姿

国語科の
指導

日常生活で繰り返される出来事や児童の興味や
関心のある事柄、人との関わりなどを通して、言葉
を用いて、思い描いた事物や事柄を相手と共有
し、自分の思いを身近な人に伝えるために必要な
国語を身に付けること。

児童が日常生活の中で触れたり見聞きしたりする
物事や出来事について表す言葉を繰り返し聞か
せたり、遊びや関わりなど児童の興味や関心に応
じて言葉で表現したりすることを通して、身近な人
とのやり取りを深め、興味や関心を更に広げていく
ために必要な国語を身に付けること。

経験したことを話したり、共感をもって聞いたり、相
手に分かるように工夫して伝えたりすることを通し
て、児童が言葉によって考えを深め、相手の話を受
け止めていくために必要な国語を身に付けること。 国語科の

指導

読
む
こ
と

読
む
こ
と

並び替え

本の挿絵を並び替えたり、登場人物の気持

ちを考えたりする。

★易しい読み物を読み、時間的な順序など

内容の大体を捉える。

⑥

文を作ろう

イラストから読み取って構成する。

★絵を見て様子をイメージして言葉で表

す。

④

動作や様子を表す言葉

イラストに合う言葉を選ぶ。

★絵を見て様子をイメージして言葉で表

す。

③

今後更新してい

きます。

３匹のこぶた

４つくらいの場面を登場人物になりきって演

じる。

★易しい読み物を読み、挿絵と結び付けて

登場人物の行動や場面の様子を考える。

うさぎとかめ

役になりきって演じる中で、登場人物の様

子の違いに気付く。

★二つの場面の絵を見比べて登場人物の

様子や行動などの違いに気付いたり、話の

内容を読み取ったりする。

⑤
⑦

絵本

教師と一緒に絵本などを読む。

★教師と一緒に絵本を読み、絵や写真に気

付き、注目する。

①

図鑑

写真などの事物の名前などを読んでもらう。

★図鑑などを見て知っているものに指を差

したり視線を向けたりする。

②

説明書

レシピを読んで調理をする。

★時間を表す言葉や接続する語句を

読み取って内容の大体を捉える。

⑧


